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知的財産権

最高人民法院が「中国裁判所知的財産権司法保護状況（2019）」を公表

このほど、最高人民法院は「中国裁判所知的財産権司法保護状況（2019）」を公表した。白書に開示され

ている関連データを下表のようにまとめた。

注：「↑」と「↓」はそれぞれ「上昇」と「下降」を表す。

注：「↑」と「↓」はそれぞれ「上昇」と「下降」を表す。

注：「↑」と「↓」はそれぞれ「上昇」と「下降」を表す。

注：「↑」と「↓」はそれぞれ「上昇」と「下降」を表す。
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国家知識産権局が 2020 年 1 月～ 4 月の知的財産権の主な統計データを公表

このほど、国家知識産権局のウェブサイトにて 2020 年 1月～ 4月の知的財産権の主な統計データを公表

した。関連データを下表のようにまとめた。

知的財産権  

注：「↑」と「↓」はそれぞれ「上昇」と「下降」を表す。

注：「↑」と「↓」はそれぞれ「上昇」と「下降」を表す。

最高人民法院　より

注：「↑」と「↓」はそれぞれ「上昇」と「下降」を表す。

国家知識産権局　より
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中国における知的財産権の司法保護に新たな進展

4 月 26日午前、国務院新聞弁公室は記者会見を開催し、「中国における知的財産権保護とビジネス環境の

新たな進展報告（2019）」を発表した。

説明によると、2019 年には全国の裁判所で知的財産権に関わる各種事件を合計 48 万件余り受理し、47

万件余りが終結した。受理・終結事件の増幅が 40% を突破し、裁判の任務を円満に達成した。2019 年 1 月

に最高人民法院知識産権法廷が設立され、全国の範囲における技術類の知的財産権上訴事件を一元的に審

理している。地方法院は 2 つの知識産権法廷を新設し、累計 21 に達した。これにより、最高人民法院の

知識産権審判庭、知識産権法廷、32 の高級法院、3 つの知識産権法院、及び一部の中級、基層法院が共同

で構成する知的財産権裁判の新たな枠組みが形成された。

人民法院報　より

知的財産権  

中華人民共和国国務院新聞弁公室が会見で 2019 年中国知的財産権発展状況を公表

4 月 23日、国務院新聞弁公室は北京で 2019 年の中国における知的財産権の発展状況に関する記者会見を

開催し、国家知識産権局の申長雨局長が 2019 年の中国における知的財産権の発展状況を説明した。

説明によると、2019 年に中国の知的財産権保護は全面的に強化された。

●  知的財産権保護センターとファストライツプロテクションセンターが 46 軒に達した。

●  商標違法事件を 3.2 万件、特許冒用違法事件を 0.7 万件取り締まった。ターゲットの価値は 5.1 億元

相当であった。

●  特許権侵害紛争行政裁決案件を 3.9 万件処理した。

●  各種不正競争事件を 1.0 万件取り締まった。ターゲットの価値は 31.6 億元相当であった。

●  全国の公安機関が各種の知的財産権侵害と粗悪品・模倣品製造販売に係る犯罪事件を合計 2.4 万件立

件し、1.6 万件を解決し、2.9 万人の容疑者を逮捕した。ターゲットの価値は 86.7 億元相当であった。

●  全国の税関において輸出入貨物のうち 5.1 万ロットを侵害貨物として摘発した。

●  人民法院が各種知的財産権事件を 48.0 万件受理し、47.5 万件が終結した。

●  全国の検察機関が逮捕を許可した知的財産権の侵害に関わる犯罪事件は 4,346 件で 7,430 人に及び、

起訴したのは 5,433 件で 1.1 万人にのぼった。

●  知的財産権保護についての社会の満足度は 78.98 ポイントに上昇した。

国家知識産権局　より


